
《
微
生
物
の
可
能
性
》

　
自
然
環
境
の
中
に
生
息
す

る
カ
ビ
や
細
菌
な
ど
の
微
生

物
の
中
で
植
物
保
護
に
役
立

つ「
拮
抗
細
菌（
バ
イ
オ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
細
菌
）」を
研
究
。特

に
植
物
の
病
気
を
抑
え
る
グ

ラ
ム
陰
性
細
菌
の
シ
ュ
ー
ド
モ

ナ
ス
属
細
菌

の
病
害
防
除

メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
析
し
、ゲ
ノ

ム
情
報
を
決

定
す
る
こ
と
で
長
短
両
面
の

影
響
を
推
測
。こ
の
技
術
を
応

用
す
る
こ
と
で
、従
来
の
化
学

農
薬
で
は
な
く
微
生
物
の
機

能
を
生
か
し
た
利
用
方
法
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。「
農
研
機

構
の
共
同
研
究
者
が
全
国
の

土
壌
か
ら
採
取
し
た
菌
を
も

ら
い
、機
構
内
の
情
報
工
学
や

構
造
生
物
学
の
専
門
家
と
の

協
力
を
図
る
な
ど
、密
に
連
携

す
る
こ
と
で
研
究
が
進
ん
で

い
ま
す
」。今
後
は
実
用
化
に

向
け
た
製
剤
化
技
術
、微
生
物

を
利
用
し
た
新
薬
開
発
な
ど

も
視
野
に
研
究
を
進
め
る
。

《
持
続
的
農
業
へ
の
貢
献
》

　
幼
少
か
ら
自
然
豊
か
な
環

境
で
育
ち
、高
校
在
学
中
は
英

語
と
生
物
が
好
き
で
文
理
選

択
に
迷
っ
た
が「
科
学
は
国
や

言
語
を
超
え
て
そ
の
価
値
を

共
有
で
き
る
」と
理
系
に
進

み
、「
食
糧
や
資
源
を
大
事
に

し
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
岡

山
大
学
農
学
部
に
進
学
。植
物

と
病
原
菌
の
相
互
作
用
を
分

子
生
物
学
的
に
解
析
す
る
研

究
に
取
り
組
ん
だ
。「
大
学
時

代
に
感
銘
を
受
け
た
論
文
の

責
任
著
者
が
、海
外
で
は
女
性

で
あ
る
割
合
が
多
い
と
感
じ

て
い
ま
し
た
」。大
学
院
卒
業

後
、農
業
生
物
資
源
研
究
所
に

入
所
し
、博
士
号（
農
学
）を
取

得
。先
輩
女
性
研
究
者
の
活
躍

が
励
み
に
な
っ
た
。そ
の
後

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学（
ス
イ
ス
）

基
礎
微
生
物
学
部
で
２
年
間

の
在
外
研
究
を
経
験
。「
留
学

先
で
も
女
性
研
究
者
の
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
よ
く
話
題

に
な
り
ま
し
た
」と
語
る
。

　
つ
く
ば
で
暮
ら
し
て
十
数

年
。通
算
で
3
年
間
通
っ
た
つ

く
ば
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー
内

の
英
会
話
研
修

で
は
、さ
ま
ざ
ま

な
研
究
機
関
の

研
究
者
と
知
り

合
え
た
こ
と
も

貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
。現
在

は
筑
波
大
学
に
勤
務
す
る
夫

と
愛
犬「
あ
ん
こ
」と
暮
ら
す
。

「
週
末
に
は
犬
が
走
り
回
れ
る

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
巡
り
、夫
と
県

内
遠
く
ま
で
出
か
け
ま
す
。日

本
の
食
糧
自
給
率
は
低
く
、資

源
を
無
駄
な
く
利
用
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。

大分市生まれ。岡山大学農学部卒業、同大学院で博士号
（農学）を取得。現在は農業・食品産業技術総合研究機構
（農研機構）で微生物による抗菌制御メカニズムを研究。

農業・食品産業技術総合研究機構　生物機能利用研究部門
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つ
く
ば
の
暮
ら
し
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つ
く
ば
で
輝
く

 

女
性
研
究
者

研究棟前で

研
究
風
景

夫
と
愛
犬
あ
ん
こ

自
然
の
力
を
活
か
し

食
糧
資
源
の
未
来
を
築
く


